
株式会社ＬＩＸＩＬ
感覚に過敏さのある子どもやその保護者にとって、困りごとの１つが「公共トイレの利用」です。
株式会社ＬＩＸＩＬ（リクシル）では、過敏さのある方への配慮として、公共トイレにおける「男女共用の個

室トイレ」の導入を提案しています。

【目的】
多様性尊重の観点から、誰もが使えるインクルーシブな公共トイレ空間の

普及に取り組む。

【取組の概要】
・音に過敏さがあり、一般トイレのハンドドライヤーの音を苦手に感じる
・トイレで介助が必要な場合に、異性の介助者だと一般トイレに入れない
などの理由で、多機能トイレの利用を余儀なくされている方がいる。
こうした方々への配慮と多機能トイレの混雑緩和のため、ＬＩＸＩＬでは

男女ともに利用できる広めの個室トイレの導入を提案している。

(↓男女共用広めトイレ（LIXIL様提供）)

取組の内容

○広めの個室トイレなので、ハンドドラ
イヤーなどの予想しない大きな音を避け
ることができ、また、異性の介助者と一
緒に利用することができる。

○課題として、こういったトイレを必要
としている方がいること自体が、まだま
だ知られていない。

○加えて、従来の多機能トイレとは別に
設置するため、より広いスペースが必要
となり、施設設置者の理解が必要である。

取組の効果・課題など

※写真は社内施設のため、
グレーのピクトサインを
使用しています。


